
 

 

 

 

 

7月23日（木）、2年生は、校

内生活体験発表会を行いました。 

今回の発表は、「自分の成長」を

テーマに、一人一人がこれまでの経

験を振り返り、表現しました。原稿の作成中は、多く

の生徒が自身の内面と向き合い、その変化や成長を言

葉にすることに苦労している様子でした。 

しかし、壇上に上がった生徒たちは、戸惑いながら

も懸命に言葉を紡ぎました。「尊敬する人がいる。私

もそのようになりたい」、「責任を果たせる人になり

たい」といった、飾らない言葉からは、それぞれの確

かな成長が感じられました。 

審査結果の上位2名は、滝川市で行われる地区大会

に出場します。 

 

7 月 23 日（木）、3 年生が

「天売の未来」中間発表会を行

いました。今年度からの「天売

学」は、学年ごとに到達目標を

定めて取り組むことにしました。 

3年生のテーマは、これまでの2年間で学んだこと

を通して、天売の未来をより良くするための方策を立

案し、実行してみることです。 

今回の発表は、地域の高齢者の方々との関わりの中

で興味を持ったところから始まりました。 

生徒たちは、地域の高齢化の現状をデータで分析し、

その後実際に高齢者支援センターを訪問し、目には見

えにくい課題があることに気付きました。 

この探究活動を通して、生徒たちは自ら課題を発見

し、解決策を考える力を着実に身につけています。 

今回のは中間発表を経て、12 月の発表本番で、ど

のような形に仕上げてくれるのか、今から楽しみでな

りません。 

 

今年度から 3 つの部活動が新設

され、現在 4 つの部が活動してい

ます。学校通信第 5 号では、家庭

部を紹介します。 

家庭部は、3年生1人、2年生3人、1年生3人

の計7名で活動しています。生徒たちは、仕事や他の

部活動とバランスを取りながら、それぞれのペースで

活動に励んでいます。 

大会に参加する仲間のため

に応援グッズを作ったり、地

域の方々へ感謝の気持ちを込

めた暑中見舞いを作成したり

しました。生徒たちは一つ一

つを丁寧に、心を込めて作っていました。 

学業と仕事と部活動の「三刀流」の今後の活躍に目

が離せません。 

次回はESSを紹介する予定です。 

 

 8 月 22 日（金）、全学

年合同でウニ実習を実施し

ました。今年は例年よりも

1 か月遅い時期での実施と

なりました。 

生徒たちは、スプーンを使いながら、集中して丁寧

にウニの身を取り出していました。1 年生にとっては

初めての水産実習でしたが、不慣れながらも一生懸命

取り組む姿が見られました。一方、2・3年生は2回

目、3 回目の実習ということもあり、慣れた手つきで

スムーズに作業をこなしてい

ました。実習中は、5 月に行

った「水産衛生講習」の教え

を守り、「よりおいしく、よ

り安全に」という考え方を大

切に進められました。 
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